富士宮市コミュニティ広場整備事業補助金交付要綱
（趣旨）
第１条　市は、地域住民のふれあいの場として多目的に利用できる広場（以下「コミュニティ広場」という。）を整備する区に対し、予算の範囲内において補助金を交付するものとし、その補助金の交付に関しては、富士宮市補助金交付規則（昭和５９年富士宮市規則第２号）に定めるもののほか、この要綱に定めるところによる。
（要件）
第２条　補助金の交付対象となるコミュニティ広場は、次に掲げる要件を備えていなければならない。
(1) 　面積が原則として５００平方メートルを超え、かつ短辺２０メートル・長辺２５メートル以上であること。
(2) 　借地の場合は、土地の貸借契約が交わされており、その契約期間が３年以上あること。
(3) 　施設整備をする場合は、土地所有者の承諾書があること。
(4) 　農地法の適用をうける土地の場合は、あらかじめ農地法に基づく小運動場等としての転用がなされていること。
（補助対象事業等）
第３条　補助金の交付の対象となる事業は、次の各号に掲げるものとする。
(1) 　コミュニティ広場を整備しようとする事業で、事業費が１５０万円以上のもの。

(2) 　前号により整備したコミュニテイ広場の附帯施設を再度整備しようとする事業で、事業費が４０万円以上のもの。

(3)　コミュニテイ広場の附帯施設のみを整備しようとする事業で、事業費が４０万円以上のもの。
２　補助金の交付対象となる経費は、次に掲げる経費とする。
(1) 　コミュニティ広場の整地等に要する経費。

(2) 　コミュニティ広場の附帯施設設置に要する経費。
（補助金の額）
第４条　補助金の額は、次のとおりとする。
(1) 　前条第１項第１号による補助金の額は、１００万円以内とし、整備した年度内に限り補助するものとする。
(2) 　前条第１項第２号及び第３号による補助金の額は、２０万円以内とし、整備した年度内に限り補助するものとする。
（補助金の申請）
第５条　補助金の交付を受けようとする者は、事業計画書（第１号様式）に次に掲げる書類を各３部添付しなければならない。
(1) 　位置図
(2)　 配置図（500分の1から1000分の１程度の縮尺図で周囲の状況が分かる略図）
(3) 　平面図
(4)　 立体図（構造物の場合のみ）
(5)　 現況写真（着工以前の状況がわかるもの）
(6) 　整備費、建設費及び備品購入費の見積書
(7)　 借地契約書（建造物許可書を含む。）
(8) 　農地転用許可書（写）
（事業報告書の提出）
第６条　補助事業者は、補助事業の完了の日から３０日以内、又は当該年度の２月末日のいずれか早い日までに、補助事業実績報告書に次に掲げる書類を各３部添付して提出しなければならない。
(1) 　位置図
(2) 　配置図（500分の1から1000分の１程度の縮尺図で周囲の状況が分かる略図）
(3)　 平面図
(4) 　立体図（構造物の場合のみ）
(5)　 写真（完成後のもの）
(6) 　工事施工業者の発行する領収書又は請求書の写し
附則（昭和６２年１２月９日市長決裁）
１　この要綱は、市長決裁の日から施行し、昭和６２年度分の補助金から適用する。
２　富士宮市地区小運動場設置補助金交付要綱（昭和５５年１０月６日決裁）は、廃止する。
附則（平成５年２月２３日市長決裁）
３　この要綱は、平成５年４月１日から施行する。
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